
防コミの歩き方
■ 灘区初! 消防団協力事業所
神戸屈指の観光地である「六甲山地域」

は、災害が発生した場合、消防署からの駆
け付けに相当の時間を要するため、消防団
員の確保が重要です。

今回、同地域の宿泊施設「オテル・ド・摩
耶」から、2名の従業員の方が消防団に入
団していただくことになり、これを機に６月１８
日、灘区初の「消防団協力事業所」として認
定し、表示証等を交付しました。なお、神戸
市全体では平成２２年６月現在で２１事業所
が認定されています。

■ 第１５回六甲山防災フェア開催
阪神・淡路大震災以降毎年実施されてい

る「六甲山防災フェア」が、６月１７日（木）１
３時～１５時に六甲山ホテルトップガーデン駐
車場において開催されました。
六甲ふれあいのまちづくり協議会が主催と

なり、阪神・淡路大震災の教訓を生かした「災
害に強いまちづくり」を目指し、初期消火や
救出・救護の訓練を通じて宿泊施設などの
防火防災の安全を図るために、灘消防署・
消防団の指導と灘防火安全協会の後援の
もと、多数の参加者で実施されました。

「オテル・ド・摩耶」従業員のお二人は、
六甲山小学校の児童たちと一緒に「布バケ
ツリレー」をおこない、「オテル・ド・摩耶」自
衛消防隊として「屋内消火栓放水訓練」、
消防団員として「可搬式ポンプ放水訓練」に
参加するなど、新入団員として華やかなデ
ビュー戦を飾りました。

（灘消防団長　伊藤眞彦）

灘区初「神戸市消防団協力事業所」と「第１５回六甲山防災フェア」
●はじめに
平成２２年７月２日、財団法人自治体国際
化協会が実施する自治体国際協力支援モデ
ル事業として、神戸市を訪問中のインドネシ
ア共和国ジョグジャカルタ市の国立大学准
教授、地域代表者などで構成された４名の
視察団が防災福祉コミュニティ視察のため、
兵庫区を訪問されました。
今回の訪問に際して、荒田地区防災福
祉コミュニティのご厚意により、今年５月に新
委員長に就任されたばかりの立道隆昭委員
長に参加していただき、荒田公園内に設置
された防災倉庫を見学させていただくことにな
りました。
●視察の状況
視察団からの質問は、防災倉庫に保管さ

れた各種防災資器材の使用方法だけでなく、
防災倉庫の鍵の管理状況、災害時連絡網
の構築状況など多岐にわたり、立道委員長
もそれらの質問に熱心に回答されていました。
また、防災倉庫視察の後、立道委員長か

ら荒田公園内に設置されている１００トン防火
水槽を見学されてはどうかとの申し出があり、
可搬式小型動力ポンプ等の防災資器材の
視察もあわせておこなわれました。
当初の計画では、視察時間は１時間程度

の予定でしたが、最終的には２時間以上に
及び、2006年のジャワ中部地震で、阪神・
淡路大震災と同じ6千名以上の死者を出し、
大きな被害を受けたインドネシア共和国ジョグ
ジャカルタ市においても地域住民による防災
力を向上させたいという視察団の強い熱意を

感じることができました。立道委員長も大変
感心されて、今後、防コミ活動を継続するに
あたり励みになるとおっしゃっていました。
●兵庫区から「BOKOMI」を世界へ
視察の最後には、立道委員長から訪問記
念として荒田地区防災福祉コミュニティのユ
ニフォームと帽子が贈呈されました。また、視
察団からは視察への協力に対する感謝として
記念品が贈呈されました。この記念品はスマ
トラ沖で発生した大規模地震による大津波で
被害を受けた被災地への復興支援として、
日本の技術指導のもとで製作された工芸品
とのことです。
今回の視察により、兵庫区から「BOKO
MI」の世界発信にわずかながら貢献できたの
ではないかと思います。また、「ARATA－
BOKOMI」が発信した熱意と想いがインドネ
シアで受継がれていくことを切に願っていま
す。末筆ながら、平日の昼間にもかかわらず
視察の受け入れを快諾して下さった立道委
員長に厚く御礼申しあげます。

兵庫区から「BOKOMI」を世界に発信！
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　「消防団協力事業所」は、事業所従業
員が２名以上入団している、災害時に事
業所の資器材を貸し出しできる、訓練場所
を提供できるなど、消防団活動に協力する
ことにより、地域の消防防災体制の充実
強化に協力的な事業所のことです。
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